
 

                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年１０月２日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

   発 表 事 項   

１．日本学術振興会「博士課程教育リーディングプログラム」に採択 

２．文部科学省「留学生交流拠点整備事業」に採択 

３．南極昭和基地と生中継 －附属学校で「南極教室」を開催－ 

４．松浦恵さん（地域教育文化学部３年）声楽コンクールで第１位 

５．山形大学が「子どものまち・いしのまき」に参加 

６．東北・山形の街作りについて考える市民の会「ボローニャの会」が 

中間報告を発表 

 

 

   お 知 ら せ  

１．奥の細道マイスター養成講座（初級）のご案内 

２．大学教育改革地域フォーラム２０１２in山形大学の開催 

３．氷期-間氷期の気温変動に硫酸塩エアロゾルが寄与していたことを解明 

  

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年１０月１６日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 



飲酒運転撲滅のための講習会

キャンパス名 日 時 場 所 備 考

小白川キャンパス １０月１９日（金） ○基盤教育２号館
２２１号室

１６時３０分 ２２２号室
～

１７時３０分

飯田キャンパス １０月１２日（金） ○医学部大講義室
・医学部第五講義室

１７時１５分 ・山形医学交流会館
～

１８時１５分

米沢キャンパス １０月１７日（水） ○大示範教室

１６時３０分
～

１７時３０分

鶴岡キャンパス １０月２２日（月） ○３０１講義室

１６時３０分
～

１７時３０分

※取材等につきましては、総務部広報室( )まで、事前に連絡を023-628-4005
お願いいたします。



 
                                  

プレス発表資料 

 

平成２４年１０月 ２ 日                 

山 形 大 学 

日本学術振興会「博士課程教育リーディングプログラム」に採択 

「博士課程教育リーディングプログラム（オンリーワン型）」に、全国から３８件の申請があり、山形大学が
採択されました。（採択件数５件） 

 

◇目的等 

本事業は、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導く
ため、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前
期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的改革を
支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進することを目的としています。 
また、本学が採択されたオンリーワン型は、新たな分野を拓くリーダーを養成するため、世界的に独自かつ
当該大学で最も国際的優位性ある学位プログラムの構築を目的としています。 
（申請上限額：年間３００，０００千円×７年（初年度半額）） 
 

◇採択された事業 

 プログラム名称：「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」 
 有機分子やポリマーといった有機材料は、この３０年の研究展開で優れた機能の付与が可能となり、金属や
セラミックを代替し凌駕しうる夢の万能材料へと成長を遂げつつあるが、低コスト化、フレキシブル化など解
決すべき課題は山積しており、有機材料を最大活用し、新たな付加価値をもつシステムを創成するには、有機
材料に関わる様々な物理・化学・生物学的現象を理解し、複雑なシステムを目的に合わせて構築・制御する必
要があります。 
 そこで、本学では未開の学問領域としてフロンティア有機材料システム分野を創成し、高度な専門性、実践
的価値創成力及びグローバル企画コミュニケーション能力を持つ「価値創成グローバルリーダー」を養成する
プログラムを実施します。 
本プログラムでは、大学院理工学研究科において学生定員１２名、５年一貫の博士教育コースでフロンティ
ア有機材料システムに関する高度な専門教育を行うもので、講義・実習・専攻をフレックス制にするとともに、
価値創成キャリアデザイン科目を開設します。 
本プログラムは、国際的な研究拠点である有機エレクトロニクス研究センターなどの本学が誇るユニークな
世界的教育研究資源を集結して教育を行うものです。 
 

・事業実施期間 
  平成２４年度～平成３０年度 
  
 

 

（お問合せ先） 

 山形大学工学部事務部 

 学務課（教育支援担当） 

電話 0238-26-3015 
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～価値創成グローバルリーダー養成～
■ 養成したい人材像
５年一貫プログラムでは、産学官にわたり活躍する次の４つの資
質を備え、フロンティア有機材料システム分野を創生する価値創成
グローバルリーダーを育成する
（１）エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増
進を目指す未来志向の使命感にあふれる人材

（２）有機材料工学を主とし、電気電子工学、システム工学の基盤
知識を備えた高度な専門性を駆使できる人材

（３）科学的視点と経済的視点、マクロな視点とミクロな視点、などの
複眼的思考を持ち価値創成実践力を兼ね備えた人材

（４）国際交渉を有利に進めるグローバル企画コミュニケーション力
を兼ね備えた人材

■ プログラムの特色
①高い問題意識と未来志向の使命感を育てるために、大学院キァ
リアデザインセミナーで入学当初から学位取得後の価値創成グ
ローバルリーダーとしてのイメージを明確化させ、そのために必

要な５年間の履修計画を作成させ評価する（価値創成のため
の履修計画の作成評価）。

②第二に、多種多様な履修計画に対応するため、大学院開講の全
科目から院生が柔軟に科目を履修できるようにシステムを改良

する（履修システムのフレックス化）。
③第三に、価値創成実践力を修得するための価値創成キャリアデ
ザイン選択科目（課題発見、解決法の決定と実行、自己評価を

自ら行う演習、例えば、価値創成PBL、国際シンポジウム
の企画運営など新たに配置する（価値創成キャリアデザイン
科目の新設）。
④社会人や留学生の多様な院生構成による自然なコミュニケーショ
ン力向上をねらって、土曜授業やe-learning、院生寮で、学びの
機会をグローバル化に対応させる（学習機会のフレックス化）。

⑤学生間で切磋琢磨する環境を整備するため、優秀な学生につい
ては、５年の修業年限を４年で終える「課程修了の特例」を適用

する（早期学位授与システムの活用）。
⑥フレックス大学院生には、学生の修学補助として、奨励金の給付、
授業料・寮費の免除を行う。

３年前の教育改革で誕生した国立大学初のフレックスコースである
山形大学工学部システム創成工学科は、グローバル化を意識した
価値創成教育により高い成果をあげつつある。この流れを受け、本
大学院を本学部フレックスコースの大学院版としての意味も込め、
「フレックス大学院」と略称する。
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                                   平成２４年１０月２日                 

山 形 大 学 

 

文部科学省「留学生交流拠点整備事業」に採択 

 

文部科学省が外国人留学生の受入促進のために今年度から開始した「留学生交流拠点

整備事業」に、山形大学が採択されました。 

 

 
この事業は、地方自治体、経済団体、NPO、ボランティア団体などが連携し、外国人留

学生と日本人学生、地域の住民、児童・生徒、企業などとの交流を深めながら、地域ぐる

みで外国人留学生の生活や就職を支援し、留学生の参加を伴った形での地域の活性化、ま

ちづくり、教育支援、観光振興を行うものです。今回採択された先進的な取り組みを「モ

デル」とし、この波及効果を通じて日本の留学生交流の推進及び強化を図ることを目的と

しています。 

 山形大学工学部の国際交流センターでは、これまでに留学生を対象にしたサマープログ

ラム、インターンシップ、地域交流などを積極的に展開してきました。また理工学研究科

ものづくり技術経営学専攻では、外国人留学生の山形県内企業への就職を通じた国際展開

力の強化、「もっとみらいコンソーシアム（産学官連携の留学生支援団体）」を介した地

元企業・地域社会のグローバル化支援や奨学金制度の創設・給付などを実施してきました。

今回の採択は、山形大学におけるこれまでの取り組みが高く評価されたことによるものと

思われます。 

 本事業では、工学部に限らず山形大学全体及び県内の他大学を対象に、就職説明会、企

業見学、ボランティア体験、アルバイト情報の提供、地域交流推進といった仕組作り事業、

交流事業、支援事業、留学生活用事業を展開します。また留学生による山形県の観光情報

の多言語発信などに取り組みます。これらの活動を通じて、山形県内の企業・行政・学校

・銀行・県民等と連携した形で、留学生と一体となったまちづくり、地域社会の国際化、

留学生の受入拡大を推進します。さらに外国人留学生の活動領域を広げることで、東日本

大震災からの復興にも貢献し、日本人学生のグローバル能力の育成にも繋げていきます。 

 

文部科学省：「留学生交流拠点整備事業」の選定結果について  

http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1325934.htm 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学渉外部国際交流室 

 三宅和広 

電話 023-628-4118 

山形大学大学院理工学研究科 

仁科浩美・綾部誠 

電話 0238-26-3371 
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                                   平成２４年１０月２日                 

山 形 大 学 

南極昭和基地と生中継 －附属学校で「南極教室」を開催－ 

南極観測の意義や自然環境等を広く理解するために，下記のとおり「南極教室」

を開催いたします。子ども達は，地球環境や地球の歴史，さらには宇宙の謎にせ

まる南極観測の現在を知り，自然への関心がますます高まることでしょう。 

  

記 

【開催日時】  平成２４年１０月１２日（金） １５：００～１５：４５ 

 

【 会場 】  山形大学附属小学校 体育館 

       

【 対象 】  山形大学附属小学校 ６年生 １１９名 

          山形大学附属中学校 ２年生  ４０名 

 

【 内容 】   山形大学附属小学校と南極の昭和基地を回線でつなぎ，昭和基

地の生中継や観測隊の活動等の説明，児童・生徒からの質問が主

な内容となります。 

          ○昭和基地内部の説明 

          ○観測隊の説明 

          ○南極に関する質問と回答  等 

 

   南極昭和基地での司会進行は、現在、第５３次南極地域観測隊（越冬隊）の一員として、 

南極地域観測事業に参加している、本学職員の鈴木毅さんが担当します。 

鈴木さんは、2011年11月30日に南極に向けて出航し、2013年3月に帰国予定です。 

なお、鈴木さんの活動状況については、「鈴木毅の南極通信」として本学ホームページ

から発信中です。 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学附属小学校 

 教頭  江口 俊和 

電話６４１－４４４４ 
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                                   平成24年10月2日                                

山  形  大  学      
 

松浦恵さん（地域教育文化学部３年）声楽コンクールで第１位  

山 形大学地域教育文化学部音楽芸術コース３年の松浦恵さんが、９月 22日 に開

催された『第４回東京国際声楽コンクール大学生部門※』において第１位・東京

新聞賞を獲得しました。本学部では在学中の全国コンクール第１位入賞は初めて

の快挙です。  

 

１．松浦さんのプロフィール・これまでの歩み 

・ 山形市生まれ、金井小、金井中から山形北高音楽科へ進学してフルートを専攻した。そ

の後、宮城学院女子大学音楽科(フルート専攻)に入学するが、１年次途中で声楽転向を決

意し同大学を退学して、翌年山形大学地域教育文化学部音楽芸術コースへ声楽専攻として

入学。 

・ 本年３月山形市中央公民館ホールで開催された学生オペラ公演「コシ・ファン・トゥッ

テ」においてドラベッラ役に抜擢され、見事にその大役を演じ切った。 

 

２．コンクール入賞の経緯 

・ 本年５月より「東京国際声楽コンクール※」への挑戦を目指して準備を進めてきた。 

・ ８月４日に仙台市で開催された南東北予選では、グルック作曲の「エウリィディーチェ

を失って」を演奏し、予選通過を果たした。 

・ ８月30日に東京：亀戸文化センター・カメリアホールで開催された【東日本准本選】で

も予選と同じアリアを演奏し、トップの成績で本選へ進んだ。 

・ ９月22日に東京：イタリア文化会館アニェッリホールで開催された【本選】では、ベッ

リーニの歌曲「美しいニーチェ」とドニゼッティのアリア「いとしいフェルナンド」の２

曲を演奏し、８名の審査員の中の５名が１位とする高水準の演奏を披露し、見事第１位に

輝いた。 

 

３．今後の抱負 

・  今 後は ３年後期の公開試験での演奏、来年３月２日の学生オペラ公演グルッ

ク作曲『オルフェオとエウリディーチェ』のオルフェオ役に全力で取り組みた

い。  

・  将 来は 沢山の方々に感動していただけるような歌手なれるように勉強を続け

ていきたい。  
 

※東京国際声楽コンクールは東京国際芸術協会が 

主催するコンクールで、予選を全国20ヶ所、 

准本選が東日本、西日本の２回、そして本選という流 

れで開催されている。 

（お問い合わせ） 

 地域教育文化学部音楽芸術コース 

          藤 野 

  電話：０２３（６２８）４３３０ 
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                                   平成２４年１０月２日                 

山 形 大 学 

山形大学が「子どものまち・いしのまき」に参加 

山形大学は、3.11震災復興・協働イベント「子どものまち・いしのまき」 

～石巻ではじまる、子どもが主役の子どものまちに～に参加します。 

当日は、山形大学の学生・教員が、子どもの“やりたい”を応援、お手伝いを

します。 

 

全国各地で開催されている「子どものまち」を、東日本大震災で甚大な被害を受

けた宮城県石巻市で、商店街を舞台に開催します。 

山形大学のほか震災復興支援活動を行う20以上の団体が協働し、「子どものまち

・いしのまき」を企画しました。 

「子どものまち」とは、ドイツ・ミュンヘンで開催された「ミニ・ミュンヘン」

をきっかけに世界に広がった、子どもたちが公共機関や行政、お店など各種サービ

スを提供する会社をつくり、働き、お金を稼ぎ、遊んだり買い物したりする、教育

機関では学べない実体験型の学習プログラムです。 

津波の被害のあった店舗や空き地、駐車場や道を活用して、実際のまちが『子ど

もの主役のまち』に大変身します。 

 

【開催日時】 10月13日（土）,14日（日） 10時～15時 

【開催場所】 アイトピア通り界隈 （宮城県石巻市中央） 

【内  容】 子どもが主役の子どものまち。子どもたちが食べもの屋さんか

ら、銀行、ハローワークを運営し実経済を学べる「まち体験交流

活動」です。子どもたちひとりひとりが自分のしたいことをみつ

ける楽しい子どものまち。 

【参 加 費】 無料 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学地域教育文化学部 

   佐藤 慎也 

電話 ６２８－４３７７ 





 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

東日本大震災で甚大な被害を受けた宮

城県石巻市。今回、全国各地で開催され

ている「子どものまち」を、石巻市の商店街

を舞台に開催しようと、現地で震災復興支

援活動を行う20以上の団体が協働し、「子

どものまち・いしのまき」を企画した。 

「子どものまち」とは、ドイツ・ミュンヘンで

開催された「ミニ・ミュンヘン」をきっかけに

世界に広がった、子どもたちが公共機関や

行政、お店など各種サービスを提供する会

社をつくり、働き、お金を稼ぎ、遊んだり買

い物したりする、教育機関では学べない実

体験型の学習プログラム。子どもたちでつくる子どもたちのまちをいう。 

石巻での開催は1回目となる今回は、子どもの参画による震災復興まちづくり活動の一環として位置付け、まちの

中のコミュニティスペースや空き地、道などをお借りして開催する。石巻の未来をつくっていく子どもたちが、まちの仕

組みを学び、まちに親しむ事で、自分たちのまちに誇りを持ち、まちに積極的に参加していくためのきっかけになるこ

とを目指して企画されたこのイベント。子どもたちのアイディアや取り組みを、まちの復興につなげようと、石巻で子ど

もに関する活動を行っているNPOや大学と、開催場所となる商店街等との有機的な協働により準備を進めてきた。  

14日には、子どもも大人も一緒に「みち」で遊べる、１日限定の「ストリートパーティー」も同時開催。様々なプレイカ

ーやプレイトラック等を集結して道遊び・まち遊びをする。子どものまち・いしのまきに参加できない小さな子を対象と

した遊び場、昼食スペースや各種催し物（子ども歌手、子どもファッションショー）なども行う。13日、14日は石巻市内

を“子どものまち・いしのまき”専用巡回バスを運行する。 

 

 

 

 

 

 

主催：子どものまち・いしのまき実行委員会 
共同開催団体：子どものための石巻市民会議、山形大学地域教育文化学部・SCITA センター、特定非営利活動法人コドモ・ワカモノまち ing、ピースボートセンタ

ーいしのまき、一般社団法人 ISHINOMAKI2.0、特定非営利活動法人ベビースマイル石巻、特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会、一

般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会、一般社団法人プロジェクト結コンソーシアム、石巻専修大学復興共生プロジェクト、特定非営利活動

法人石巻復興支援ネットワーク、特定非営利活動法人 MAKE THE HEAVENめ組 JAPAN、亀ヶ森冒険遊び場、西公園プレーパークの会、特定

非営利活動法人にじいろクレヨン、ワタノハスマイル、TOKYO PLAY、東京芸術大学毛利嘉孝研究室、特定非営利活動法人冒険あそび場-せ

んだい・みやぎネットワーク、アイトピア商店街振興組合 

後援：石巻市 、石巻商工会議所、石巻市教育委員会、石巻市 PTA 協議会、石巻市子ども会育成会、三陸河北新報社、石巻日日新聞社、ラジオ石巻ＦＭ76,4、

（株）街づくり まんぼう 

協力：公益財団法人日本ユニセフ協会、NPO 子どものまち（ミニさくら）、こども未来フォーラム（せんだいこどものまち）、（株）竹中工務店 

発信元：子どものまち・いしのまき 実行委員会 

（子どものための石巻市民会議 代表 戸田） 
TEL&FAX： 0225－22－0204  

MAIL：info@ishinomakids.com 

子どものまち・いしのまき ～石巻ではじまる、子どもが主役の子どものまち～ 
宮城県石巻市の商店街で、子どもたちが主役になる２日間！ 

子どもたちの思いや夢、創造性や主体性、感性など本来の子どもの力を引き出し、まちの仕組みや様々

な職業を体験しながら、ワクワク・ドキドキの遊び場＆学び場にするイベントを開催。 

 

☆この PRESS RELEASEに関するお問い合わせ☆ 

子どものまち・いしのまき実行委員会 

担当：梅田 綾（Ishinomaki2.0 所属）、松村 淳一(ピースボートセンターいしのまき所

属) 

TEL&FAX： 0225－22－0204  MAIL：info@ishinomakids.com 

※プレス関係者の方は事前に一度ご連絡ください 

＜子どものまち・いしのまき 概要＞ 

【開催日時】10 月 13 日（土）,14 日（日） 10 時～15 時 

【開催場所】アイトピア通り界隈 （宮城県石巻市中央） 
 

【内   容】子どもが主役の子どものまち。子どもたちが食べもの屋さんから、銀行、ハローワークを運営し実経済を学べる「まち体験交流活

動」です。子どもたちひとりひとりが自分のしたいことをみつける楽しい子どものまち。 

【参 加 費】無料（参加申し込みは不要です。当日受付までおこしください。）            ※詳細はＨＰ又は、チラシをご確認下さい 

ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成２４年１０月２日                 

山 形 大 学 

 
東北・山形の街作りについて考える市民の会「ボローニャの会」が 
中間報告を発表 
 
東北に根ざし東北を描いた作家・作品を広く取りあげ、そこに記された言葉を復

興に立ち向かうための勇気と希望の灯とするプロジェクト『いま、言葉を東北の

灯に』の「ボローニャの会」が中間報告 

 

ボローニャの会は山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび） 

に」の一環として始まりました。 

山形県川西町出身の作家・劇作家井上ひさしさんの『ボローニャ紀行』に学ぶた 

めにこの名がつけられています。 

昨年10月に第1回の会があり、月1回の会合を重ねています。年会費も規約もなく 

市民が自由意志で参加するゆるやかな会です。 

会員有志の発表とディスカッションを基本とし、ゲストを招いての講演などを通 

して、震災後の東北・山形街づくりについての提言をまとめています。 

来年最終の提言を発表する予定ですが、発足からほぼ1年経ちましたので、中間報告 

をいたします。 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 
 山形大学渉外部渉外課 
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０１６  
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プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２４年１０月２日 
山 形 大 学 

 

 

１．奥の細道マイスター養成講座（初級）のご案内 

山形大学では、山形県と協働して、「科学の花咲かせ隊」を養成してきており、今年度からは、新

たに文系マイスターとして「芭蕉マイスター養成講座」を開講します。 

被災した東北地方を縦断し、芭蕉が俳句を詠んだ各地にマイスターを養成し、観光等のボランテ

ィアとして活躍していただきます。 

○第一日目 「奥の細道マイスター キックオフシンポジウム」 

日時：１１月１６日（金） １６：００～１９：４５ 

場所：山形大学小白川キャンパス 

○第二日目 「奥の細道マイスター養成講座①」 

日時：１１月１７日（土） ９：００～１６：００ 

場所：山寺芭蕉記念館 

○第三日目 「奥の細道マイスター養成講座②」 

日時：１１月１８日（日） ９：００～１５：００ 

場所：山寺芭蕉記念館 

○定員：シンポジウム（一般市民 150名 学生 150名）マイスター講座 20名） 

      ○入場料：無料 

 〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 

２．大学教育改革地域フォーラム２０１２in山形大学の開催 

平成24年 8月 28日中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向

けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」を受け、大学教育の質的な転換

を図るため、必要な課題や具体的な取組等について地域の各教育機関、経済人、学生等による

フォーラムを開催します。 

日 時： 平成２４年１０月１５日（月）１４：００～１７：００（１３：３０受付開始） 

会 場： ホテルキャッスル（所在地：山形市十日町） 

対 象： 大学生、教職員、一般市民 

定 員： ３００名 

受講料： 無料 

 〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 

 

 

 



 

 

 

３．氷期-間氷期の気温変動に硫酸塩エアロゾルが寄与していたことを解明 

 

昨日(１０月１日)、文部科学省記者会見室にて、北海道大学低温科学研究所から説明があ

りました。 

本研究には、本学理学部鈴木教授も携わっております。 

 

本件の取扱いについては，下記の解禁時間以降でお願いいたします。 

○新聞：      日本時間 10 月 4 日（木）朝刊 

○テレビ・ラジオ・インターネット： 日本時間 10月 4 日（木）午前 2 時 

本件の山形大学の問い合わせ先 

  山形大学理学部 地球環境学科 教授 鈴木利孝 TEL 023-628-4643 

 

 〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 

 

 

４．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので、開催がせまっているイべント 

○日本コンピュータ化学会ＳＣＣＪ公開フォーラムを開催 

   －新素粒子ヒッグス発見に貢献した光電子倍増管の展示－ 

日 時：１０月１４日（日）９時３０分～１２時４５分 

場 所：山形大学小白川キャンパス（基盤教育棟２号館２階） 
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